
「
世
界
一
」を
支
え
る
組
織
・
人
づ
く
り

加
入
促
進
で
組
織
力
向
上

世
田
谷
条
例
化


周
年
シ
ン
ポ
　

理
解
と
共
感
、力
に

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
巣
立
つ

都

振

連

商
店
街
大
学
　

地
道
に

年
、現
場
で
実
践

人
・
店
の〝
多
様
性
〟に
活
路

第

期
生
　
鵜
飼
　

友
義
氏
　
築
地
場
外

市
場（
振
）理
事

う
が
い

と
も
よ
し

墨
田
区
振
連
設
立
へ

都
内
で


番
目
　

法
人
化
で
基
盤
強
化

新宿区商連・区と連携

チェーン本部へ要請

ＨＰ、講習で会員意識啓蒙

商店街振興組合の運営の手引き１
Ⅰ．決算関係書類の作成

理
想
像
で
な
く

〝
あ
な
た
流
で
〟

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （２）第号（昭和年月日第三種郵便物認可）平成年月日（毎月日発行）
　「世界一の都市・東京」との商店街の未来戦略ビジョンを、現場

商店街レベルでハード・ソフト事業化していくには、それを支える

組織づくり・人づくりが欠かせない。都振連でもリーダー育成事業

「商店街大学」や、賦課徴収基準見直し等の組織基盤強化策を推進

中。商店街加入促進への取り組みや振興組合化、さらに都の広域支

援型商店街事業を機とした区を超えた連携も活発化している。

保坂区長も迎えてのシンポに、内外から名超が集まる

これまでに名もの受講生を迎えている

　
今
年
も
年
末
年
始
の
書
き
入
れ

時
を
迎
え
、
一
般
客
か
ら
業
務
客

ま
で
が
ご
っ
た
返
す
中
央
区
の
世

界
一
の
鮮
魚
市
場
・
築
地
。「〝
買
っ

て
よ
し
〟、〝
食
べ
て
よ
し
〟、そ
し

て
こ
れ
か
ら
は〝
働
い
て
よ
し
〟の

築
地
に
」。地
元
商
店
街
・
町
会
の

地
域
ぐ
る
み
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
築
地
食
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
人
材
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業
担
当
も
務
め
、

「
求
人
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
立

ち
上
げ
を
今
年
の
課
題
と
し
た

い
」
。
凍
え
る
早
朝
か
ら
揃
い
の

店
舗
ロ
ゴ
入
り
半
そ
で
Ｔ
シ
ャ
ツ

で
、
従
業
員
ら
と
と
も
に
店
頭
で

陣
頭
指
揮
を
と
る
鵜
飼
さ
ん
だ
。

　
地
元
生
ま
れ
の「
鳩
屋
海
苔
店
」

三
代
目
だ
が
、
先
代
の
病
で
家
業

を
継
承
し
た
の
は
ほ
ん
の
４
年

前
。
そ
れ
ま
で

年
間
勤
務
し
た

人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
リ
ク
ル
ー
ト

で
は
、
顧
客
企
業
へ
新
部
署
丸
ご

と
の
派
遣
を
指
揮
す
る
な
ど
、
企

業
人
材
活
用
で
は
ま
さ
に
プ
ロ
。

常
に
競
争
が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い

現
場
が
染
み
付
い
て
い
た
だ
け

に
、
「
当
初
は
商
店
街
の
運
営
ス

タ
イ
ル
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ

っ
た
」
。
そ
れ
で
も
、
そ
ん
な

〝
出
る
杭
〟
も
地
道
に
４
年
間
、

積
極
的
に
商
店
街
事
業
に
取
り
組

む
な
か
で
、
「
〝
出
す
ぎ
た
杭
〟

と
し
て
、
よ
う
や
く
認
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
」
と

笑
顔
で
振
り
返
る
。

　
集
客
の
核
で
あ
っ
た
場
内
市
場

の
移
転
を
２
年
後
に
控
え
、
そ
の

後
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
本
年
度

臨
ん
だ
都
振
連
の
商
店
街
大
学
。

「
と
く
に
視
察
先
の
自
由
が
丘
商

店
街
で
学
ん
だ
組
織
の
運
営
手
法

が
参
考
に
な
っ
た
」
。
「
築
地
の

魅
力
を
支
え
る
の
は
、
人
・
店
の

多
様
性
＝
〝
市
場
（
い
ち
ば
）
〟

性
」

を
維
持
す
る
に
は
、
そ

の
地
権
者
と
の
連
携
手
法
に
ぜ
ひ

倣
い
た
い
。
ま
た
街
の
フ
ァ
ン
を

組
織
化
す
る
取
り
組
み
は
、
築
地

フ
ァ
ン
が
集
う
情
報
交
流
・
発
信

機
会
と
し
て
真
似
し
た
い
。

　
前
職
企
業
で
培
っ
た
効
率
性
・

効
果
性
を
見
極
め
る
〝
ク
ー
ル
ヘ

ッ
ド
〟
と
、
「
築
地
と
い
う
商
売

の
舞
台
を
守
っ
て
き
て
く
れ
た
、

先
代
た
ち
へ
恩
返
し
し
た
い
」
と

の
熱
い
〝
ウ
ォ
ー
ム
ハ
ー
ト
〟
。

築
地
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
し
っ
か
り
受
け
継

い
だ
、
〝
出
す
ぎ
た
杭
〟
な
ら
で

は
の
ネ
オ
・
築
地
市
場
像
に
、
今

後
も
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
。

▲日本チェーンストア協会へ要請書
を提出する大室会長（中）と中山弘
子区長（当時、右）＝昨年２月
◀傘下会員店舗をステッカーでＰＲ

　
〝
ご
近
所
〟
の
ピ
ア
・
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー（
＝
仲
間
意
識
）

が
商
店
街
加
入
へ
の
心
理
的

後
押
し
と
な
る
近
隣
型
商
店

街
と
異
な
り
、
大
手
チ
ェ
ー

ン
店
な
ど
外
部
資
本
店
が
多

数
を
占
め
る
繁
華
街
型
商
店

街
で
は
、
単
会
レ
ベ
ル
で
の

〝
雇
わ
れ
店
主
〟
へ
の
働
き

か
け
は
成
果
が
出
に
く
い
。

新
宿
区
商
店
会
連
合
会
（
大

室
新
吉
会
長
）
で
は
、
区
商

連
な
ら
で
は
の
〝
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
〟と〝
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
〟

両
建
て
戦
略
で
、
加
入
促
進

運
動
を
展
開
中
だ
。

　
ま
ず
〝
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
〟

策
と
し
て
は
、
区
商
連
と
し

て
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
業
界
団
体
幹
部
と
の
会
合

の
場
を
毎
年
設
け
て
、
傘
下

事
業
者
の
商
店
街
へ
の
加
入

を
申
し
入
れ
。
５
年
前
か
ら

は
新
宿
区
長
も
同
席
す
る
な

ど
行
政
の
強
力
な
後
押
し
も

得
て
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
全

店
加
盟
な
ど
も
実
現
。
今
年

も
、
区
内
商
店
街
地
区
で
加

入
率
が
５
割
未
満
の
大
手
コ

ン
ビ
ニ
・
チ
ェ
ー
ン
企
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
吉
住
健
一

区
長
の
参
加
も
得
て
の
同
社

本
部
と
の
会
合
を
２
月
に
予

定
し
て
い
る
。

　
一
方
で
〝
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

策
〟
と
し
て
は
、
６
年
前
よ

り
加
入
促
進
大
会
を
毎
年
開

催
。
昨
年

月
３
日
の
同
大

会
で
は
、
講
演
「
地
域
を
盛

り
上
げ
る
商
店
会
活
動
、
楽

し
く
な
る
商
店
会
」
（
講
師

＝
中
小
企
業
診
断
士
　
後
閑

和
子
氏
）
を
実
施
し
て
、
商

店
街
の
存
在
意
義
や
消
費
者

動
向
、
求
め
ら
れ
る
店
舗
像

な
ど
を
会
員
店
舗
向
け
に
講

習
。
加
え
て
今
春
に
は
区
商

連
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
個
店
情
報
を
新
た
に

追
加
す
る
こ
と
で
商
店
街
加

入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
強
化
す

る
予
定
。
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
）
対
応
や
個
店
が

情
報
更
新
・
発
信
で
き
る
機

能
も
盛
り
込
む
予
定
で
、
将

来
的
に
は
傘
下
約
４
０
０
０

店
舗
の
全
店
掲
載
を
、
さ
ら

に
は
同
サ
イ
ト
へ
の
参
加
を

機
と
し
た
新
規
商
店
街
加
入

促
進
も
後
押
し
し
て
い
く
。

　
商
店
街
加
入
促
進
条
例
の

先
駆
け
と
な
っ
た
世
田
谷
区

商
店
街
連
合
会
（
桑
島
俊
彦

会
長
）
で
昨
年

月

日
、

「
加
入
促
進
活
動

周
年
記

念
　
商
店
街
加
入
促
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
桑
島
会
長
は
、

区
の
産
業
振
興
基
本
条
例
に

加
入
促
進
条
項
が
盛
り
込
ま

れ
た
当
時
の
経
緯
と
と
も

に
、

年
間
で
全
国
１
０
０

自
治
体
に
広
が
る
な
ど
の
波

及
効
果
も
紹
介
。
商
店
街
の

社
会
的
地
位
が
上
が
り
新
規

出
店
者
の
理
解
が
得
や
す
く

な
っ
た
と
す
る
一
方
で
、

「
実
際
に
汗
を
か
い
て
条
例

を
活
用
し
な
け
れ
ば
成
果
は

出
な
い
」
と
も
強
調
。
今
後

の
区
内
各
商
店
街
で
の
さ
ら

な
る
取
組
み
へ
の
期
待
を
表

明
し
た
。

　
続
く
成
果
報
告
で
は
本
杉

香
　
加
入
促
進
担
当
副
会
長

が
登
壇
し
、
商
店
街
へ
の
加

入
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
よ
り
も
商
店
街
が

い
か
に
社
会
貢
献
し
て
い
る

か
を
訴
え
て
、
一
緒
に
街
を

良
く
し
て
行
こ
う
と
呼
び
か

け
る

と
活
動
ス
タ
ン
ス

を
解
説
。
傘
下
商
店
街
向
け

に
加
入
促
進
用
資
料
を
ワ
ン

セ
ッ
ト
と
し
て
制
作
し
た
ほ

か
、
市
民
向
け
に
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
が
～
や
ん
」
を
活

用
し
た
共
通
フ
ラ
ッ
グ
や
着

ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ
。
さ
ら
に
加

入
状
況
調
査
事
業
も
実
施
し

て
、
「
医
療
機
関
や
塾
の
加

入
率
が
低
い
」
と
の
結
果
を

も
と
に
し
た
「
医
療
・
健
康

マ
ッ
プ
」
作
り
で
は
、
マ
ッ

プ
へ
の
掲
載
を
機
に

店
舗

以
上
も
の
新
規
加
入
を
得
た

商
店
街
も
あ
っ
た
と
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
続
く
パ
ネ
ル
討
論
で
は
松

島
茂
　
東
京
理
科
大
学
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

㈱
玄
代
表
の
政
所
利
子
氏
、

保
坂
展
人
区
長
、桑
島
会
長
、

本
杉
副
会
長
が
登
壇
。

　
政
所
氏
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
の
商
店
街
の
役
割

が
は
っ
き
り
し
て
き
た

年

だ
っ
た
と
総
括
。
自
助
・
公

助
・
共
助
・〝
近
助
〟、
さ
ら
に

観
光
な
ど
交
流
産
業
経
済
効

果
も
期
待
で
き
る
と
し
て
、

地
域
人
財
を
生
か
し
つ
つ
大

手
に
で
き
な
い
〝
お
も
て
な

し
〟
で
東
京
五
輪
も
チ
ャ
ン

ス
に
し
て
ほ
し
い
と
し
た
。

　
保
坂
区
長
は
、
子
育
て
層

や
高
齢
者
の
優
遇
制
度
を
設

け
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
、
災
害
時
協
定
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
「
買
い
物

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
と

人
と
を
結
び
つ
け
る
『
組
み

合
わ
せ
』
の
拠
点
と
な
る
可

能
性
を
持
つ
場
」
と
し
て
商

店
街
を
高
く
評
価
。
今
後
も

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
ま

ち
な
か
観
光
拠
点
と
し
て
な

ど
、
商
店
街
の
公
共
的
役
割

を
後
押
し
す
る
と
し
た
。

　
本
杉
副
会
長
は
、
地
元
商

店
街
で
民
間
交
番
設
置
後
に

店
へ
の
強
盗
が
激
減
し
た
こ

と
で
新
規
加
入
に
こ
ぎ
つ
け

た
例
や
、
大
手
ス
ー
パ
ー
が

条
例
を
受
け
て
全
店
加
盟
を

申
し
出
た
例
な
ど
を
紹
介
。

ま
た
桑
島
会
長
は
、
「
加
入

促
進
で
組
織
力
を
高
め
て
行

政
・
政
治
へ
声
を
上
げ
て
い

く
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」

と
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て

の
行
政
支
援
を
原
資
に
商
店

街
は
公
共
的
役
割
を
果
た
し

得
て
い
る
と
し
た
。

　
最
後
に
松
島
氏
は
こ
れ
ま

で
の
加
入
促
進
運
動
に
つ
い

て
、
地
域
の
理
解
と
共
感
を

得
な
が
ら
成
果
を
あ
げ
て
い

る
と
高
く
評
価
。
商
店
街
に

は
地
域
の
人
を
結
び
つ
け
る

役
割
と
と
も
に
、
そ
の
日
常

的
な
活
動
の
あ
り
様
そ
の
も

の
が
文
化
で
も
あ
り
、
ま
ち

な
か
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
に

も
な
る
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　
商
店
街
、
そ
し
て
わ
が
街

経
営
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を


年
来
担
っ
て
き
た
の
が
都

振
連
の
商
店
街
大
学
（
学
長

＝
松
島
茂
　
東
京
理
科
大
学

大
学
院
教
授
）
だ
。
こ
れ
ま

で
の
受
講
生
総
数
は
２
０
０

名
に
達
し
、
都
内
各
地
で
商

店
街
理
事
長
や
役
員
、
ま
た

都
の
東
京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ

リ
「
個
人
の
部
」
受
賞
の
栄

誉
に
輝
く
卒
業
生
も
出
て
き

て
い
る
。
今
年
度
も
昨
年


月

日
に
松
島
学
長
に
よ
る

最
終
講
義
お
よ
び
閉
校
式
が

行
わ
れ
、
受
講
生

名
が
全

課
程
を
修
了
し
て
い
る
。

　
最
終
講
義
で
は
松
島
学
長

が
、
現
場
学
習
で
訪
れ
た
３

商
店
街
（
三
の
輪
銀
座
、
自

由
が
丘
、
笹
塚
十
号
通
り
）

に
学
ん
だ
こ
と
を
総
括
。
受

講
生
は
、
こ
れ
ら
を
自
分
の

商
店
街
に
ど
う
取
り
入
れ
る

か
を
発
表
す
る
な
ど
、
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
閉
校
式
の
来
賓
祝
辞
で
は

阿
部
泰
之
　
東
京
都
産
業
労

働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興

課
長
が
、
東
京
都
商
店
街
実

態
調
査
報
告
書
よ
り
の
厳
し

い
現
状
報
告
と
と
も
に
、

「
と
く
に
後
継
者
不
足
を
問

題
視
す
る
声
が
多
か
っ
た
」

と
指
摘
。
昨
年
の
都
・
中
小

小
売
商
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
冲
方
丁
氏
の
基
調
講
演

で
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な

資
質
と
し
て
多
様
性
・
専
門

性
・
独
創
性
・
人
間
性
が
挙

が
っ
た
と
し
て
、
と
く
に

「
人
間
性
」
、
そ
し
て
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
揮
し

て
、
地
元
商
店
街
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
と
し
た
。

　
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し

て
桑
島
理
事
長
は
、
自
ら
の

青
年
部
長
時
代
の
国
の
審
議

会
で
の
松
島
学
長
や
石
原
教

授
と
の
出
会
い
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
地
域
商
店
街
活
性

法
に
基
づ
く
㈱
全
国
商
店
街

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
材
育
成

事
業
や
、
都
振
連
の
商
店
街

大
学
が
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
と
報
告
。
こ
う
し
た

人
材
育
成
事
業
に
注
力
し
て

い
く
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
ま
ち
ゼ
ミ
等
で

地
元
客
の
支
持
を
得
て
い
く

こ
と
、
加
え
て
訪
日
観
光
客

の
受
入
れ
へ
向
け
て
商
店
街

の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
整
備
も

推
進
し
た
い
と
し
た
。
最
後

に
桑
島
理
事
長
よ
り
、
受
講

生
へ
と
修
了
証
が
授
与
さ
れ

た
。

　
ま
た
今
回
は
最
終
講
義
の

後
に
、
石
原
武
政
　
流
通
科

学
大
学
商
学
部
特
別
教
授
に

よ
る
公
開
講
座
「
商
店
街
活

動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
？
」
も
開
催
（
左
に

講
演
概
容
）
。
同
氏
の
リ
ー

ダ
ー
論
を
は
じ
め
全
国
６
大

学
の
学
生
１
０
０
０
名
へ
の

商
店
街
に
関
す
る
意
識
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
の
途
中
報
告
、

各
地
で
の
ま
ち
ゼ
ミ
実
践
例

や
意
義
、
戦
前
の
商
店
街
指

導
者
・
中
村
金
治
郎
氏
の
理

論
・
実
践
の
解
説
な
ど
、
豊

富
な
研
究
事
例
や
最
新
デ
ー

タ
で
大
い
に
示
唆
を
得
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
石
原
教
授
の
講
演
概
要
】

　
約

年
に
わ
た
る
商
店
街

研
究
で
は
、
烏
山
駅
前
通
り

商
店
街
青
年
部
長
（
当
時
）

の
桑
島
現
都
振
連
理
事
長
を

は
じ
め
全
国
各
地
の
街
を
動

か
し
て
き
た
や
る
気
・
情
熱

・
行
動
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に

出
会
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た

経
験
か
ら
、
一
般
的
な
リ
ー

ダ
ー
論
で
は
長
期
政
権
は
２

番
手
が
育
た
な
い
、
革
新
的

な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
な

ど
と
さ
れ
る
が
、
商
店
街
リ

ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
例
外

で
、
長
年
に
渡
っ
て
街
の
顔

と
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
こ

そ
強
さ
を
発
揮
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
多
い
。

　
人
材
育
成
方
法
に
つ
い
て

は
、
大
須
商
店
街
連
盟
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）
の
「
大
須

大
道
町
人
祭
」
は
一
成
功
事

例
。
イ
ベ
ン
ト
責
任
者
を
毎

年
持
ち
ま
わ
り
と
し
て
、
か

つ
翌
年
の
責
任
者
を
サ
ブ
と

す
る
方
式
で
、
実
践
を
通
じ

て
ノ
ウ
ハ
ウ
や
決
断
力
、
失

敗
経
験
な
ど
、
専
門
性
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。

　
理
想
的
な
リ
ー
ダ
ー
像

は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
リ
ー

ダ
ー
、
調
整
型
・
合
意
形
成

型
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
時
代
ご

と
に
異
な
る
。
そ
し
て
、
す

べ
て
が
揃
っ
た
リ
ー
ダ
ー
は

い
な
い
。
よ
っ
て
、
「
ど
ん

な
リ
ー
ダ
ー
が
望
ま
し
い

か
」
で
は
な
く
、
「
あ
な
た

自
身
が
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ

ー
に
な
れ
る
の
か
を
考
え
、

〝
あ
な
た
流
〟
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
こ
と
」
が
目
標
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
商
店
街
の
組
織
基
盤
強
化

に
は
、
そ
の
法
人
化
も
欠
か

せ
な
い
。
こ
の
ほ
ど
墨
田
区

内
の
商
店
街
振
興
組
合
を
結

集
し
た
「
墨
田
区
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
」
が
、
都
内

で

番
目
の
区
市
振
連
と
し

て
今
年
２
月
１
日
に
事
業
開

始
を
予
定
。
１
月
８
日
に
は

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
創

立
総
会
を
開
催
予
定
で
、
初

代
理
事
長
に
墨
田
区
商
連
の

山
田
昇
会
長
が
就
任
す
る
。

　
今
回
区
振
連
に
参
加
す
る

の
は
、
錦
糸
町
（
振
）
、
東

向
島
駅
前
（
振
）
、
鳩
の
街

通
り
（
振
）
、
お
し
な
り

（
振
）
。
「
会
員
の
協
力
や

事
務
局
の
努
力
が
実
っ
て
の

の
念
願
の
法
人
化
」
（
山
田

会
長
）
に
、「
こ
れ
ま
で
任
意

団
体
で
は
で
き
な
か
っ
た
経

済
事
業
や
地
域
の
公
共
的
役

割
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
の
方
針
。今
後
同
区
振

連
と
し
て
は
区
商
連
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
法
人
化
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
連
携
型
の「
す
み

だ
ぽ
い
ん
と
」の
テ
コ
入
れ

や
区
内
共
通
商
品
券
の
発
行

も
視
野
に
、
全
区
的
な
事
業

展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
。

財　産　目　録
　財産目録は、まず資産の内容を示し、ついで負債の内容を示し、その差額を正味
資産として表示するものである。
　財産目録に付すべき価格については、昭和年の最高裁判所の判決における「協
同組合の組合員が組合から脱退した場合における持分計算の基礎となる組合財産の
基礎となる価格の評価は、所論のように組合の損益計算の目的で作成されたいわゆ
る帳簿価格によるべきでなく、協同組合としての事業の継続を前提とし、なるべく
有利にこれを一括譲渡する場合の価格を標準とすべきものと解するのが相当であ
る。」に従い、処分換価価格に改訂すべきか検討されたが、当時は時価会計が行わ
れていなかったため、従来からの取得原価基準による財産目録の作成を継続するこ
とにしてきた。
　平成年に会計制度に時価会計が導入されたことから、第７回（平成年月）
会計基準改訂に際して、再度時価への改正を検討した。その結果、取得原価基準に
よる貸借対照表の価格を、財産目録に移記するが、財産目録の脚注に時価による組
合正味財産の価格を表示することにした。
　今回、会計処理に関する規定が盛り込まれた商振法規則が公布されたが、同規則
第条２項では、財産目録に計上すべき財産については、第条（資産の評価）に
より取得価格を付すこととされた。このため、財産目録の作成方法は、従来どおり、
取得原価基準であり、一部の名称等の変更を除いて改訂はない。

【商振法規則上の財産目録に関する規定】
　商振法規則において、財産目録については次のとおり規定されている。

１．決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失処
理案、監査報告書、事業計画、収支予算書）及び事業報告書は、毎年度総会が終了
してから２週間以内に所管行政庁に提出します。
　　　　①　決算関係書類提出書
　　　　②　総　会　資　料
　　　　③　総　会　議　事　録　
　以上を重ねて袋とじをしたものを２部提出します。
※　そのうち１部は、組合原本として所管行政庁の受領印が押され返還されます。
事業報告書と決算関係書類
　事業報告書と決算関係書類は、商店街振興組合法第条の規定により作成するこ
とが義務付けられ、決算関係書類は、「財産目録」・「貸借対照表」・「損益計算
書」・「剰余金処分案（又は損失処理案）」をいう。
　いずれも、商店街振興組合法規則の規定に基づき作成する。なお、事業報告書と
決算関係書類は、必ずしも書面で作成する必要はなく、商店街振興組合法では電磁
的方法（パソコン等を活用して磁気ディスク等により一定の情報を確実に記録して
おく方法）により作成することも可能であり、さらに電磁的記録を電子メールによ
り組合員へ提供することも認められている。
事業報告書
　事業報告書は、通常総会において定款で定めた事業年度内における事業活動等を
組合員に報告する書類である。その内容は組合の事業活動の状況を的確に記載する
ことが必要である。
　この事業報告書に記載しなければならない事項は商店街振興組合法規則第条か
ら第条に規定されており、この規定にしたがって作成する。
【商店街振興組合法規則に規定されている事業報告書の記載事項】
　商店街振興組合法規則では、事業報告書に記載しなければならない項目として、
「組合の事業活動の概況に関する事項」、「組合の運営組織の状況に関する事項」、
「その他組合の状況に関する重要な事項」の３つの項目をもって構成されており、
項目には次の事項を内容とすることを記載する。なお、項目の中に該当するものが
ない場合は、特になしと記載する。また、組合として記載すべきと考えられる事項
を追加することは差し支えない。

○組合の事業活動の状況に関する事項
　一　当該事業年度の末日における主要な事業内容　
　二　当該事業年度における事業の経過及びその成果　
　三　当該事業年度における次に掲げる事項についての状況（重要なものに限

る。）
　　イ　増資及び資金の借入れその他の資金調達
　　ロ　組合が所有する施設の建設又は改修その他の設備投資
　　ハ　他の法人との業務上の提携
　　ニ　他の会社を子会社とすることとなる場合における当該他の会社の株式

又は持分の取得又は処分
　　ホ　事業の全部又は一部の譲渡又は譲受け、合併（当該合併後当該組合が

存続するものに限る。）その他の組織の再編成
　四　直前三事業年度（当該事業年度の末日において三事業年度が終了してい

ない組合にあっては、成立後の各事業年度）の財産及び損益の状況
　五　対処すべき重要な課題
　六　前各号に掲げるもののほか、当該組合の現況に関する重要な事項
○組合の運営組織の状況に関する事項

　一　前事業年度における総会の開催状況に関する次に掲げる事項
　　イ　開催日時
　　ロ　出席した組合員の数
　　ハ　重要な事項の議決状況　
　二　組合員に関する次に掲げる事項
　　イ　組合員の数及びその増減
　　ロ　組合員の出資口数及びその増減
　三　役員（直前の通常総会の日の翌日以降に在任していた者であって、当該

事業年度の末日までに退任した者を含む。以下この条において同じ。）
に関する次に掲げる事項

　　イ　役員の氏名
　　ロ　役員の当該組合における職制上の地位及び担当
　　ハ　役員が他の法人等の代表者その他これに類する者であるときは、その

重要な事実
　　ニ　当該事業年度中に辞任した役員があるときは、次に掲げる事項
　　　（１）　当該役員の氏名
　　　（２）　法第条の３第３項において準用する会社法第条第１項の

意見があったときは、その意見の内容
　　　（３）　法第条の３第３項において準用する会社法第条第２項の

理由があるときは、その理由
　四　職員の数及びその増減その他の職員の状況　
　五　業務運営の組織に関する次に掲げる事項
　　イ　当該組合の内部組織の構成を示す組織図（事業年度の末日後に変更が

あった場合には、当該変更事項を反映させたもの。）
　　ロ　当該組合と緊密な協力関係にある組合員が構成する組織がある場合に

は、その主要なものの概要
　六　主たる事務所、従たる事務所及び組合が所有する施設の種類ごとの主要

な施設の名称及び所在地
　七　子会社の状況に関する次に掲げる事項
　　イ　子会社の区分ごとの重要な子会社の商号又は名称、代表者名及び所在

地
　　ロ　イに掲げるものの資本金の額、当該組合の保有する議決権の比率及び

主要な事業内容その他の子会社の概況
　八　前各号に掲げるもののほか、当該組合の運営組織の状況に関する重要な

事項

（財産目録）
第条　法第条第２項（法第条において準用する場合を含む。）の規定に
より各事業年度ごとに組合が作成すべき財産目録については、この条の定め
るところによる。

２　前項の財産目録は、次に掲げる部に区分して表示しなければならない。
　一　資産
　二　負債
　三　正味資産
３　資産の部又は負債の部の各項目は、当該項目に係る資産又は負債を示す適
当な名称を付した項目に細分することができる。

（資産の評価）
第条　資産については、この省令又は法以外の法令に別段の定めがある場合
を除き、会計帳簿にその取得価額を付さなければならない。
２　償却すべき資産については、事業年度の末日（事業年度の末日以外の日に
おいて評価すべき場合にあっては、その日。以下同じ。）において、相当の
償却をしなければならない。

３　次の各号に掲げる資産については、事業年度の末日において当該各号に定
める価格を付すべき場合には、当該各号に定める価格を付さなければならな
い。

　一　事業年度の末日における時価がその時の取得原価より著しく低い資産
（当該資産の時価がその時の取得原価まで回復すると認められるものを除
く。）事業年度の末日における時価

　二　事業年度の末日において予測することができない減損が生じた資産又は
減損損失を認識すべき資産　その時の取得原価から相当の減額をした額

４　取立不能のおそれのある債権については、事業年度の末日においてその時
に取り立てることができないと見込まれる額を控除しなければならない。
５　債権については、その取得価額が債権金額と異なる場合その他相当の理由
がある場合には、適正な価格を付すことができる。
６　次に掲げる資産については、事業年度の末日においてその時の時価又は適
正な価格を付すことができる。
　一　事業年度の末日における時価がその時の取得原価より低い資産
　二　市場価格のある資産（子会社の株式及び持分並びに満期保有目的の債券
を除く。）

　三　前２号に掲げる資産のほか、事業年度の末日においてその時の時価又は
適正な価格を付すことが適当な資産

（負債の評価）
第条　負債については、この省令又は法以外の法令に別段の定めがある場合
を除き、会計帳簿に債務額を付さなければならない。
２　次に掲げる負債については、事業年度の末日においてその時の時価又は適
正な価格を付すことができる。
　一　次に掲げるもののほか将来の費用又は損失（収益の控除を含む。以下同

じ。）の発生に備えて、その合理的な見積額のうち当該事業年度の負担に
属する金額を費用又は損失として繰り入れることにより計上すべき引当金

　　イ　退職給付引当金（使用人が退職した後に当該使用人に退職一時金、退
職年金その他これらに類する財産の支給をする場合における事業年度の
末日において繰り入れるべき引当金をいう。）

　　ロ　返品調整引当金（常時、販売する棚卸資産につき、当該販売の際の価
額による買戻しに係る特約を結んでいる場合における事業年度の末日に
おいて繰り入れるべき引当金をいう。）

　二　前号に掲げる負債のほか、事業年度の末日においてその時の時価又は適
正な価格を付すことが適当な負債


